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第一節 日本の労働市場の変遷  
第二節 派遣労働の職業能力開発に着目する意義  
第三節 コールセンターの事例に着目する意義  
第四節 フランスの事例に着目する意義  








（２）Doeringer & Pioreの内部労働市場論  
（３）内部労働市場のコスト・人材の外部化へのインセンティブ 
（４）取引費用理論に基づく人材の外部化・内部化の理解  









第一節 日本の派遣労働の概要  















第四節 小括  
 
第三章 フランスにおける派遣労働者への職業能力開発支援の仕組み 
 第一節 フランスの派遣労働の概要  
（１）派遣労働の特性  
（２）派遣労働を取り巻く法的枠組み  




第三節 派遣労働者への職業能力開発支援の効果と課題  














第三節 小括  
 
終章 外部人材の職業能力開発を支援する仕組みの整備に向けて 
第一節 フランスの事例から日本への示唆と限界  


































































（ “managerial control”）とリスク負担機能（ “a mechanism for absorbing and spreading certain 
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